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要約 : 清酒製造業は わが国の伝統産業であると同時にいち早く近代化がなされた産業でもある しかしな
がら 清酒製造業では外部労働市場に依存した製造システムである杜氏制度を温存したため 技能労働者の
不足がその存立を脅かしている 本報告では 酒造要員不足のなかで 雇用構造を変化させ 労働の内部化
内部組織の形成を進めている企業とこれに適応できない小規模企業との間に生産効率性の著しい格差が
みられることを明らかにした
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足することとなった その結果 現在 蔵人不足は これ
まで労務費を極小化する適時雇用に馴染み 労働の内部化
を遅らせてきた清酒製造業において深刻な問題となってい















今回の調査は 関東甲信越国税局管内の 0県 埼玉県
茨城県 栃木県 群馬県 長野県 新潟県 の酒造組合の
協力のもと関信越清酒協議会が窓口となり 各県の清酒製
造企業へのアンケトによって行った 調査項目は 製造
数量 ,*アルコル換算 課税移出数量 原料米使用
量 杜氏出身地 製造労務費 給料賃金 食費交通費
職務手当 賞与 福利厚生費 退職金 その他労務費 個
人賃金調査として役職名 年齢 性別 通勤住み込みの
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ており 全国平均の 1..-に比べても極めて低く 逆に高





















- 調 査 結 果
 酒造要員の編成形態
清酒製造業では製造工程ごとに役職名が付されており
その概要は図 +に示したとおりである 表 /には酒造要員
の編成を示してあるが Hランクをのぞきほぼ一定の水準
で推移しているとみることができる ただ Hランクにつ
いては 要員数が減少してきており +332BY-には +企業






ており 屋 醪係 舟頭 釜屋については複数名の酒造
要員を配置している また 表 0に示した製造稼働日数に
注目すると Hランクでは一貫して製造稼働期間は長く














がっているとはいえない もっとも F G Hのランクで
は平均年齢が /*歳を割っており 何らかの対応がみられ




定年を迎える年齢である 0,.0歳となっている また 杜氏
の平均年齢は製造規模に関係がないのも特色であり その
職務が代替性のない高度な専門職能に基づいていることが




は +332BYに杜氏補佐 /*.2歳 頭 /3.,歳である 杜氏補
佐はA B Cのランクではかなり高齢で 特にA Cのラ
ンクでは杜氏より高齢である 一方 E F Gのランクで
は -*歳代から .*歳代であり 次世代を担う製造責任者の
養成が進んでいる 同様に頭はA B C D E Gのラン
クでは 0*歳前後であり高齢化が著しいが F Hのランク











んでいる 製造の主要部分を担当する三役 屋 酒母屋
醪係 の平均年齢は Aランクで他のランクに比べて高齢





は 1,.*歳であり ほかに Cランクの精米長は 1+./歳 D

































屋 酒母屋 醪屋の三役は製造管理よりやや低く 総平
均値に近い それ以外の職種は総平均値を下回っている


























なっている これに対して 表 +,に示したように 製造規
模別に酒造要員 +人当たりの製造労務費をみると 規模に


















表 +* 製造規模別原酒 +KLあたりの製造労務費





















































る. 吟醸酒等の高級酒は 表 +-に示したように 一般酒
が低落傾向にあるなか 順調な推移をみせており 高付加
価値商品として 伝統技術に依拠する小規模企業が進出し




















すれば それまでの自社の技術蓄積 ノウハウ 知識 も






は 通年雇用通勤雇用 自社従業員 による製造システ
ムの構築が進められつつある かかる傾向はいわゆる労働
の内部化ないし内部組織の形成現象であり その意義ない
し効率性についてはすでに COASE +3-1 WILLIAMSON









野信夫 +330 -1頁3 もっとも調査地域内の企業のなか
には階層的組織構造を持つような大企業は存在しないが





われてきたとされる 島田晴雄 +320 0+頁杜氏制度を
温存し続けた清酒製造業では 酒造要員の減少賃金上昇

























本研究は 故 宮本守先生 元東京農業大学助教授 が










表 +- 一般酒 吟醸酒 純米吟醸酒の出荷動向
木原240
とができる 特に 杜氏蔵人は農家の長男や世帯主が中




三 +3.*柚木 学 +332藤原隆男 +333があるマ
ケティング論や経営戦略論に関するものとして加護野忠
男石井淳蔵編 +33+ 森本隆男矢倉伸太郎編 +332
がある 原料米経済や農村経済構造を視野に入れた研究と
しては近藤康男編 +301 がある また 清酒製造業の産業
組織や経営財務分析を試みたものとして桜井宏年 +32,
がある
- BY 酒造年度 とは 1月から翌年の 0月までの +年間を
いう








的な意味においてであるがHARRIGAN and PORTER +32-
の指摘する衰退産業における即時撤退 divest quickly戦
略を実践すべき時期にきているようにも思われる HARRI-
GAN and PORTER +32- p. 0/ PORTER +32* 訳書 -/.
-/0頁
1 内部請負制度の概要については植藤正志 +33/第 2章内
部請負制度の崩壊と内部組織の形成については角野信夫
+330 第 .章 .節を参照





3 もっとも 企業経営上はこのような規模の経済 scale ec-
onomy のみならず範囲の経済 scope economy の視点
からのコスト優位性の認識も重要である この点に関して




青木昌彦伊丹敬之 +32/	 企業の経済学	 岩波書店	
今井賢一伊丹敬之小池和男 +32,	 内部組織の経済学	 東洋
経済新報社	
植藤正志 +33/	 アメリカ経営管理の生成	 森山書店	
大塚謙一編 +32+	 醸造学	 養賢堂	












木原高治編 +331	 平成 2酒造年度関東甲信越地区清酒製造業賃
金実態調査	 関信越清酒協議会	
木原高治編 +332	 平成 3酒造年度関東甲信越地区清酒製造業賃
金実態調査	 関信越清酒協議会	
木原高治編 +333	 平成 +*酒造年度関東甲信越地区清酒製造業
賃金実態調査	 関信越清酒協議会	
木原高治宮本 守 +33+	 清酒製造業の要員編成と製造労務コ
ストの関係	 日本醸造協会誌 財団法人日本醸造協会日本
醸造学会	 20 +,	
近藤康男編 +301	 清酒業の経済構造	 東京大学出版会	
桜井宏年 +32,	 清酒業の歴史と産業組織の研究	 中央公論事業
出版	
島田晴雄 +320	 労働経済学	 岩波書店	
通産省 工業統計表 産業編	 各年版	
通産省 工業統計表 品目編	 各年版	
角野信夫 +330	 アメリカ企業経営学説史 増補改訂版	 文真
堂	
藤原隆男 +333	 近世日本酒造業史	 ミネルバ書房	
宮本 守木原高治 +33/	 清酒製造業における設備投資動向	




森本隆男矢倉伸太郎編 +332	 転換期の日本酒メカ	 森山
書店	
柚木重三 +3.*	 酒経済史研究	 象山閣	
柚木 学 +332	 酒造経済史の研究	 有斐閣	
CHANDLER, Jr. A.D., +33*. SCALE AND SCOPE : The Dynamics
of Industrial Capitalism, Harvard University Press.
COASE, R.H., +3-1. “Nature of the Firm”, Economica (Novem-
ber). (reprint in : COASE, R.H., +322. THE FIRM, THE
MARKET AND THE LAW, The University of Chicago
Press.) 宮澤後藤藤垣訳 +33,	 企業市場法	 東洋
経済新報社 所収
HARRIGAN, K.R. and PORTER, M.E., +32-. “End-Game Strategies
For Declining Industries”, Harvard Business Review, July-
August. (reprint in : Michael E. PORTER, ON COMPETI-
TION AND STRATEGY, Harvard Business School Press.
pp. /100)
WILLIAMSON, O.E., +31/. MARKET AND HIERARCHIES, Free
Press. 浅沼岩崎訳 +32*	市場と企業組織	日本評論社	




Changing of Employment System and the E$ciency
of Production in the Sake-Brewing Industry :
A Survey of Wages of Sake-Brewing
Workers in the Kanto-Ko-Shinetsu Erea
By
Koji KIHARA*
(Received May -+, ,**,/Accepted July ,0, ,**,)
Summary : The Sake-brewing industry is one of the traditional industries and also one of the early
modernization industries in Japan. However, the industry is in decline because of the Sake-brewing
workers decrease for changing of employment system called Touji system, which is the traditional
manufacturing system of Sake. The Sake-industry has kept this system making use of labor market
for a long time, however, it is no longer e$cient. This report has showed the increase in the di#erence
of e$ciency of production between bigger business and small business in the Sake-brewing industry.
Bigger businesses have high productivity and e$ciency because they are adapting to changes in the
employment system by the formation of internal organization (internalization of labors organization).
But small businesses have not had high productivity or e$ciency because they make use of Touji
system without adapting to the changing of the employment system in the Sake-brewing industry.
Key Words : Sake-brewing industry, Touji system, internalization, internal organization, declining
industry
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